
こころとカラダのライフデザイン共創拠点（COI-NEXT）

中高生・大学生・若者を
対象としたこころとカラダの
変化を追うコホート研究
（場所と環境が変化しても
継続したデータ取得が必要）

妊娠前からのヘルスケアのこと、
小児期から成人期まで成長段階に
あわせて、こころとカラダの健康、
家族、ウェルビーイング、尊厳を
学ぶ（日本の文化、慣習へ適応が必要）

若者コホート

プレコンセプションケア

自治体、大学、小中学校、企業、市民で
若者が自分らしく生きられるしくみを若者とともにつくっていく

3D実物大モデルを用いたプレコンセ
プションケアを高校等で実施

少子化克服に向けた研究開発を開始

8
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教育機関

地域

企業等 研究開発と
教育に参画

～北海道大学は地域密着の基幹総合大学へ～

日本初のキングサーモン完全養殖と
マコンブの完全養殖

▼
魚類養殖のCO2排出を

海藻養殖・天然海藻で吸収して
養殖業の地域カーボンニュートラル達成

▼
天然資源に頼る漁業から

低環境負荷型で高収益な養殖産業へ

研 究 開 発

新たな教育プログラムにより函館
地域に貢献する人材を育成

北海道大学水産学部、公立はこだて未来大学、
函館大学、函館工業高等専門学校

大学改革・人材育成

魚介藻類養殖を核とした持続可能な水産・海洋都市の構築
（地方大学・地域産業創生交付金）

9
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統合報告書2022

Excellence 世界最先端研究

Accessibility 地域課題解決
10

どのように融合して、
シナジー効果をもたらすか？

Accessibility

Excellence
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社会と歩む卓越～北海道大学
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1, 新ビジョン（何故、必要か、どんなビジョンであるべきか？）

2, ビジョン実現に向けた戦略的経営は？
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Excellence AccessibilityX

Accessible Excellence

社会と歩む卓越

HU VISION 2030

卓越した世界的研究 地域の課題解決

基礎研究 社会実装

12
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地域中核大学イノベーション創出環境強化事業による取組

北海道 相互人事交流各１名
札幌市 派遣１名、相互人事交流各１名（R5.4調整中）

岩見沢市 派遣１名
※ その他複数の自治体と調整中

ＬＲＡ 地方学

北海道

岩見沢市

札幌市

奥尻町

上川町

千歳市

網走市

小樽市

白糠町

13
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戦略的経営

総長のトップ・ビジョンの策定・共有・実現

新ビジョンの明確な提示（Accessibility・Excellence）
総長と構成員の直接対話によるビジョンの作成と提示

ビジョン実現のための具体的政策と新組織設置
・未来戦略本部
・事務組織の改組と社会・地域創発本部創設
・URA組織の拡充
・データ駆動型融合研究創発拠点（D-RED）

Shared Governanceの実現

（産学連携・ファンドレイジング・財務改革）

総長業務の重点シフト
令和4年4月～10月の総長の社会連携業務は7割程度
組織改革→外部資金獲得・ファンドレイジングへ注力

外部ステークホルダーとの共創関係強化
〇経営協議会の改革・ステークホルダー懇話会の設置
→外部委員、外部有識者の意見聴取の拡大

〇Public Relation 機能の拡大
→ブランディング活動強化

官学連携を目的とした自治体等との交流

自治体との関係強化
・包括連携協定、人事交流
・知事・市長・首長との組織的意見交換

Local Research Administrator （LRA）制度の導入
北海道大学と自治体とが共同で地域課題解決に導く
ための中核となる人材の育成・認定

HSFC（エイチフォース）
道内１５大学、４高専等からなるスタートアップ創出の
ためのプラットフォーム
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戦略的財務計画
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（令和 3 年度実績：23.9億円）

（ 令和 3 年度知的財産権等収入額 1.8億円 ： うち商標権収入額 1,300万円 ）
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Accessibility評価（案）

2) 地域大学との共同研究比率

1) 地域創生関係（COI、地方大学・地域産業創生交付金等）予算の獲得額

6) 地域就職の定量評価

4) 地域自治体、企業との人事交流（人数、期間）

研究指数

教育指数

社会連携指数

3) スタートアップ数

5) リカレント教育参加者数

Accessibilityに関する取り組みの成果に対する適正な評価・KPIがなければ
総合振興パッケージも地域の大学も発展しない

7) 地域大学との連携事業数・規模
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始興市のスマートシティ

Melbourne Connect

世界の地域連携の例

シリコンバレー

17
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欧米における地域課題への大学の関与（例）

• 欧米の大学では、世界最先端研究と地域産業振興や社会課題解決への貢献の
両立は、当然のものとして実施されている

• 欧米では、国や州などの科学イノベーション政策や産業政策に大学や研究機関
が密接にかかわり実施される事業が多い。そのため参画機関も多く、それぞれに
役割分担がなされている印象がある

• 強みや地域の特色を長期的ビジョンのもとに生かす取り組みについて、ビジョン
が明確化されている

米国 Engineering Research Center 独国 産業クラスター政策
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